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運
動
の
始
ま
り

　
戦
後
間
も
な
い
こ
ろ、
貧
困
を
原
因
の
一

つ
と
す
る
子
ど
も
た
ち
の
非
行
が、
大
き
な

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た。
昭
和
　
年
24

7
月、
東
京
・
銀
座
商
店
街
の
延
べ
2
0
0
0

人
も
の
人
々
が
立
ち
上
が
り、「

不
幸
な
子

ど
も
達
を
救
い
ま
せ
う」

の
看
板
を
掲
げ、

犯
罪
予
防
と
少
年
保
護
を
訴
え
る「

銀
座

フ
ェ
ア」

を
開
催。
こ
の
市
民
運
動
が
き
っ

か
け
と
な
り、「

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動」

が
始
ま
り
ま
し
た。

地
域
社
会
で
子
ど
も
た
ち
を
守
る

　
こ
こ
数
年、
少
年
に
よ
る
凶
悪
重
大
な
事

件
が
相
次
ぎ、
ま
た、
い
じ
め、
不
登
校、
ひ

き
こ
も
り
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
起

こ
っ
て
い
ま
す。
一
方、
子
ど
も
た
ち
が
性

犯
罪
や
児
童
虐
待
な
ど、
悲
し
い
事
件
の
被

害
者
と
な
っ
て
し
ま
う、
何
と
も
や
り
き
れ

な
い
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
の
も
実
情
で
す。

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
非
行
や
犯
罪

か
ら
守
る
た
め
に
は、
地
域
社
会
が
一
体
と

な
っ
て、
社
会
環
境
の
浄
化
に
取
り
組
む
こ

と
が
大
切
で
す。

地
域
社
会
が
更
生
を
助
け
る

　
犯
罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
に
陥
っ
た
少
年

も
い
ず
れ
は
地
域
に
戻
り、
地
域
の
一
員
と

し
て
生
活
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す。
更

生
と
社
会
復
帰
を
図
る
た
め
に
は、
本
人
の

強
い
意
志
と
と
も
に、
家
庭
や
職
場、
学
校、

地
域
の
方
々
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
と
な

り
ま
す。
こ
の
理
解
と
協
力
は、
犯
罪
や
非

行
の
原
因、
背
景
に
対
す
る
認
識
を
深
め、

防
止
に
も
つ
な
が
る
は
ず
で
す。

　「

い
き
い
き」

し
た
 

　
　
　
明
る
い
地
域
社
会
を

　「

い
き
い
き」

と
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
こ
と

は、
だ
れ
も
が
持
つ
共
通
の
願
い
の
は
ず
で

す。
人
と
人、
心
と
心
が
触
れ
合
う
こ
と
の

で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
が
大
切
で
す。

 
〈照会先〉 福祉政策課 ☎２３―９０３２

第64回社会を明るくする運動 

 7月は「社会を明るくする運動」
強調月間です

　「社会を明るくする運動」は、すべての国民が、犯罪
や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解
を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や
非行のない明るい社会を築こうとする全国的な運動です。

～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

相談員の皆さん  　　　　―50音順・敬称略―気
軽
に
ご
相
談
を

電 話住　 所氏 名

明るい社会
小 瀬

鋳 物 師 屋

肥 田 瀬

小 野

武芸川町平

下 有 知

上 白 金

東 仙 房

小 屋 名

旭 ヶ 丘

西 田 原

東 日 吉 町

中 福 野 町

下 之 保

上 之 保

十 軒 町

吉 田 町

春 日 町

倉 知

山 田

仲 町

富 之 保

板 取

肥 田 瀬

鋳 物 師 屋

朝 倉 町

西 田 原

豊 岡 町

下 有 知

下 白 金

常 盤 町

武芸川町谷口

足 立 　 勝

伊佐地　金嗣

遠 藤 　 兵 庫

大 野 　 恭 三

小 川 　 哲 秀

尾 口 　 文 良

小 澤 　 咲 枝

亀 山 　 靜 子

亀 山 　 良 平

河村　登志子

川 村 　 守 雄

紀 藤 　 昌 行

木 戸 　 道 子

國 光 　 正 宏

酒 井 　 啓 道

清 水 　 宗 夫

清 水 　 善 光

新 海 　 正 美

竹 山 　 玄 道

塚原　眞一郎

塚 原 　 孝 子

長 尾 　 嘉 市

長 屋 　 長 久

早 川 　 誠 一

早 川 　 弘 昭

日 野 　 安 晃

平 田 　 良 雄

水 口 　 勲

宮 本 　 洪 純

森 　 と き 枝

安 田 　 好 良

吉 田 　 正 道

22-2644

22-3485

22-4390

29-0532

46-3006

22-3718

28-2634

23-0399

28-3257

22-8282

22-5904

22-0858

24-1618

49-2048

47-2638

22-3617

22-0563

22-9572

22-0350

28-3764

22-8642

49-2911

(0581)57-6733

22-7818

22-6044

22-6017

24-5443

23-2018

22-3642

28-4164

22-0992

46-3263

　犯
罪
や
非
行
予
防
、更
生
保
護
に
関
す
る
相
談
を
相
談
員（
保
護
司
）が
行
っ
て
い
ま
す
。秘
密
は
必
ず
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
来
訪
の
際
は
、事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。）

▼　　線に沿って切り取ってください。

　市民の皆さんの新鮮で柔軟な発想による
「まちづくり」のための夢やアイデア、
市政への提言などをお寄せください。

市民の声市長への伝言
　電話やファクス、インターネットでも、市政
へのご意見、ご提言をお聞きしています。

　◎電話・ファクス共通番号

０120        ― 
フリーダイヤル

 ８74042
ハ  　ナ　  シ　 ヲ　  シ 　ニ

 （話を市に）　
市のホームページからも受け付けています。
http://www.city.seki.lg.jp/

　まちづくりなど、市政全般についてのご意見、
ご提言をお書きください。　
●差出人欄をお書きください。内容によっては、
直接回答します。　
●切り取り線の所から切り取って封筒を作り、
　切手を貼らずにお出しください。
　●市販の封筒などでも、送ることができます。

＜送付先＞ 〒501-3894  関市若草通3丁目1番地
　　　　　　　　　関市役所「市長への伝言」行

市
長
へ
の
伝
言

  関
   市
   長
   行

あなたの  声 を
市政に

5026
57

市民の声

「市民の声」「市長への伝言」コーナー

あなたの　　を市政に！
こ　え

●関市では、より多くの皆さんのご意見をお聞き

　して市政に反映させたいと考えています。

　あなたの市政全般に対するご意見やご要望、

　ご提案などをお寄せください。

①切り取り線に沿って
　紙面から切り取り、
　この面が外側になるように
　中央を折ります。

②あて先を下にして、
　のりしろを図のように
　貼り合わせます。

③切手を貼らず
　そのままお近くのポストへ
　投函してください。

声

封筒のつくり方

関
郵
便
局
私
書
箱
第
９
号

関　局
承　認
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市
長
へ
の
伝
言

  関
   市
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市政に
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声

封筒のつくり方

関
郵
便
局
私
書
箱
第
９
号

関　局
承　認
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市 民 の 声

の り し ろ

の り し ろ

※必ずご記入ください。

職　　業 電話番号

平成　　　　年　　　月　　　日

男・女　　　　歳

の

り

し

ろ

お  名  前

あなたの
住　　所

〒

について

市民の声から

◎「
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
」

と
い
う
特
定
外
来
生
物
法

に
該
当
す
る
植
物
が
市
内

で
も
増
殖
し
て
い
ま
す
。

こ
の
花
を
有
害
植
物
と
認

識
し
て
い
る
人
も
少
な
く
、

草
刈
り
作
業
で
あ
え
て
残

し
て
い
る
場
合
も
あ
る
よ

う
で
す
。
今
の
う
ち
に
対

応
を
考
え
て
ほ
し
い
で
す
。

（
匿
名
）

◎
関
市
学
校
メ
ー
ル
に
て

不
審
者
情
報
な
ど
が
提
供

さ
れ
ま
す
が
、
声
か
け
事

案
な
ど
の
場
合
は
、
詳
細

な
情
報
が
な
い
の
で
、
地

域
も
限
定
し
な
い
と
意
識

も
希
薄
に
な
り
ま
す
。
あ

る
程
度
の
情
報
が
あ
る
と

注
意
喚
起
に
な
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
で
き
れ
ば
掲

載
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
市
民
）

50

外
来
種
の
駆
除
に
つ
い
て

不
審
者
情
報
メ
ー
ル
に
つ
い
て

（
市
か
ら
の
回
答
）

◆
市
で
は
今
後
、
オ
オ

キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
を
確
認

し
た
場
合
に
、
外
来
生

物
法
の
規
定
に
よ
り
適

正
に
処
理
で
き
る
よ
う

必
要
な
手
続
き
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
植

物
の
周
知
を
図
る
と
と

も
に
、
駆
除
協
力
の
啓

発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
市
か
ら
の
回
答
）

◆
関
市
に
お
い
て
も
、

不
審
者
情
報
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
学
校
で

は
、
子
ど
も
へ
の
指
導

の
ほ
か
、
保
護
者
へ

メ
ー
ル
で
連
絡
し
て
い

ま
す
が
、
場
所
な
ど
が

わ
か
る
方
が
防
犯
へ
の

啓
発
に
も
な
り
ま
す
の

で
、
今
後
は
内
容
を
精

査
し
つ
つ
配
信
し
て
い

き
ま
す
。



照
会
先
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市 民 の 声

の り し ろ

の り し ろ

※必ずご記入ください。

職　　業 電話番号

平成　　　　年　　　月　　　日

男・女　　　　歳

の

り

し

ろ

お  名  前

あなたの
住　　所

〒

◆日程と内容

◆時　間　　午前 9 時～午後 3 時
◆場　所　　（第 1 回）わかくさ・プラザ学習情報館 2-1 研修室　（第 2 ～ 8 回）関市保健センター
◆参加費　　1,000 円（テキスト代、食材料費など）
◆対象者　　70 歳未満の市内在住の成人（男女問いません。男性歓迎！）
◆定　員　　30 人（申し込み多数の場合は抽選）
◆その他　　5 回以上の出席で修了となり、ヘルスメイトとなる資格を得ます。（※ 1 回ごとの申込みはできません）
◆申込み　　7 月 31 日 ( 木 ) までに関市保健センター（☎ 24-0111 ／ FAX23-6757）

　自分の健康づくりや家族の健康のために、食事や運動について学べる教室です。
　関市健康づくり食生活改善推進員（ヘルスメイト）の養成講座でもあります。

健康づくり教室　参加者募集

熱中症の発生は7～8月がピークになります。
熱中症を正しく理解し、予防に努めましょう。

　気温や湿度が高い状態で、体内の水分や塩分バランスが崩
れたり、体温調整機能がうまく作用しないと、体内に熱がた
まり、筋肉痛や大量の汗、さらには吐き気や倦怠感などの症
状が現れます。重症になると意識障害などが起こります。

○涼しい場所で休ませる。　○衣服を脱がせ、身体を冷やす。　○水分・塩分を補給する。
◆自力で水を飲めない、意識がない場合は、直ちに救急車を要請しましょう！

◆こまめな水分の補給を
　　熱中症患者のおよそ半数は高齢者（65 歳以上）です。高齢者は暑さやのどの渇きに対する感

覚が鈍くなっており、暑さに対する体の調整機能も低下しています。のどの渇きを感じなくても、
こまめに水分補給をしましょう。

◆熱中症になりにくい室内環境を
　○適度に扇風機やエアコンを使用するようにしましょう。
　○室温が上がりにくくするための工夫を。（換気、遮光カーテン、すだれなど）

◆体調に合わせた取り組み
　○こまめな体温測定（特に高齢者、子ども、障がい者の方）
　○保冷剤、氷、冷たいタオルなどによる体の冷却

◆外出時の準備を忘れずに
　○日傘や帽子の着用
　○日陰の利用や、こまめな休憩を心がける。
　○通気性の良い、吸湿・速乾の衣服を着用する。

特に…急に暑くなった日は注意！また室内にいる
ときや夜も注意が必要です！

回 月　日 内　　容
1 9月12日(金) オリエンテーション・グループワーク　調理実習と講義「バランスの良い食事」
2 10月6日(月) 調理実習と講義「メタボ予防食①肥満予防」
3 10月29日(水) 運動実習「有酸素運動①」　調理実習と講義「メタボ予防食②高血圧症予防」
4 11月12日(水) 運動実習「有酸素運動②」　調理実習と講義「メタボ予防食③脂質異常症予防」
5 11月27日(木) 運動実習「ウオーキング」　調理実習と講義「メタボ予防食④糖尿病予防」
6 12月12日(金) 運動実習「運動のまとめ」　調理実習「食育～こどもと作る料理」
7 1月15日(木) 調理実習「骨粗しょう症予防」
8 2月20日(金) 調理実習「グループ別献立の実習」　修了式

熱中症を防ぐために熱中症を防ぐために

熱中症とは

熱中症になってしまった時は…

熱中症の予防法　

■乳幼児（0~6歳）

■少年（7~17歳）

■成人（18~64歳）

■高齢者（65歳以上）

熱中症患者の年齢別割合
「消防庁/熱中症による救急搬送者の状況2010年」より

11％

42％
46％

1％
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■申込方法
①インターネットによる申し込み
  （JTB スポーツステーション：インターネット・携帯サイトエントリー）
　ｈｔｔｐ：//ｊｔｂｓｐｏｒｔｓ.ｊｐ/
②ＦＡＸによる申し込み
（JTB中部岐阜支店に問い合わせの上申し込み ☎058－264－7911）

■申込期間　７月１日（火）～９月３０日（火）
　※各部門定員になり次第受付終了

　この大会は、晩秋の市北西部（武芸川地域～洞戸高賀渓谷～板取川
温泉）を安全な走行で、のんびり走るツーリングイベントです。家族や仲
間と一緒に参加してみませんか。
■日　時　１１月１５日（土）開会式 午前８時３０分～
■発着点　武芸川西グラウンド
■種目および募集人数　
　・レギュラーコース（約75ｋｍ）４００人
　・ビギナーコース（約40ｋｍ）１００人
　※時間やスピードを競う競技ではありません。（順位はつけません。）
■参  加  費　中学生以下２，０００円　高校生以上４，０００円
■参加資格　レギュラーコース　中学生以上
　　　　   　 ビギナーコース　  小学生５年生以上
                     　※中学生以下の参加は保護者が同伴してください。

照会先 せきサイクル・ツーリング実行委員会

（スポーツ推進課内　☎ 23 － 7766）

せきサイクル・ツーリング２０１４  参加者募集

広報せき 2014.7.1
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　先月、 全国市長会の講演会で、 世界最高齢の 80歳で

エベレスト登頂を果たした三浦雄一郎さんのお話を聴く機

会がありました。 持病の不整脈や直前の骨折などの障が

いを乗り越えて登頂を成し遂げた三浦さんが、 繰り返し

強調されていたのは、 「あきらめなければ夢は叶う」 とい

うことでした。 いくつになっても、 夢を持つことの大切さ

を改めて感じました。

　現在、 日本の平均寿命は世界一で、 男性が約 80 歳、

女性が約 87 歳です。 一方、 日常的に介護の必要がな

く、自立した生活ができる年齢を意味する 「健康寿命」 は、

★平均寿命と健康寿命★

ロコトレ教室で「貯筋」に励んでます

男性で約 70 歳、 女性で約 74 歳であり、 平均寿命と健

康寿命との差は男性が 10年、 女性が 13年になります。

　今後、 この平均寿命と健康寿命の差をいかに縮めてい

くか、 ということが大切になります。

　今年度、 関市では重点施策に 「健康」 を掲げ、 さまざ

まな事業を展開しています。 4 カ月で 100 万歩をめざす

「ミリオンウオーキング」、 寝たきりにならないよう、 筋肉

をつける体操も行う 「ロコトレ教室」、 各種健診やスポー

ツ教室に参加するとポイントがもらえる 「しあわせヘルス

マイレージ」 など、 今年度から新しくスタートした事業や、

これまでの活動をさらに充実させた事業などもりだくさん

です。 ぜひ多くの市民の皆さんに、 健康に関心を持って

いただき、 楽しく参加していただきたいと思います。 関市

全体で 「健康寿命」 を延ばしていきましょう！

　最後に、 三浦さんから教えていただいた健康法をご紹

介します。 片方の鼻の穴を押さえ、 ゆっくりと深く呼吸を

する鼻呼吸、 舌を下方向、 右、 左方向に伸ばす舌出し

体操 ・ ・ ・ 101 歳まで生きられた三浦さんのお父様がや

られていた健康法だそうです。 私もしばらく意識して続け

てみます。
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　富野小学校では総合学習の一環として、地元の漁業協

同組合の協力を得て、学校前を流れる小野川に稚鮎の放

流体験を行っています。6 月4 日、5 年生児童がバケツに

入った稚鮎約２００匹を川に放ちました。子どもたちは

「元気に育ってよ」、「大きくなってね」と声をかけなが

ら、自由に泳ぎ回る鮎の姿を見つめていました。また、富

野中学校では、鮎の友釣り体験を実施しており、成長し

た鮎にふるさとの川で再び巡り会えるといいですね。

　5 月 26 日、設立 20 周年を迎える関市国際交流協会

の定期総会が開催され、総会後には外国人を交えて語

り合う場、「ワールドカフェ」が開かれました。参加者

は 9 つのグループに分かれて自己紹介からスタート。

決められたテーマに沿って自由に意見を交わしました。

その名の通り、飲み物とお菓子をつまみながら、まる

でカフェにいるような雰囲気で、それぞれのテーブル

からは笑い声も聞こえてきました。

　武儀中学校１年生の生徒が、６月９日、特色ある教育

活動として実施している森林教室に参加しました。職員

からひと通り説明を受けた後、生徒たちは森の中で測定

器を使って木の高さを測ったり、チェンソーを使って丸

太を切ったり、専用の器具を使って木の登り降りをした

りと、さまざまな体験をしました。生徒の表情からは、森

の仕事の大変さを学ぶと共に、身近に存在する森林に親

しみをもつことができた様子でした。

　６月１日、複合施設「ほらどキウイプラザ」が完成し、

竣工式が行われました。同施設には洞戸事務所、洞戸保

健センター、洞戸ふれあいセンターが入り、地域の新た

な拠点として機能することになります。ふれあいセン

ターには多目的室を始め、会議室や調理室、児童室など

が設けられ、幅広い世代が利用できます。この日はテー

プカットの後、地元の太鼓演奏や保育園児による合唱が

披露され、新たな門出をみんなで祝いました。

ふるさとの川で大きくなってね

くつろいだ気分で話が弾みました

森の仕事を学びました

洞戸の新しい顔がオープン

5月16日〜6月15日にあった
市内の話題を中心にご紹介します。
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女ひ
と

と
男ひ

と　

さ
ん
か
く
セ
ミ
ナ
ー

笑
う
男
女
に
福
来
た
る
！

「
落
語
」
で
学
ぼ
う
男
女
共
同
参
画

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
は
男
女
共
同
参
画
に
よ
る
社
会
づ

く
り
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

落
語
を
通
し
て
、
面
白
お
か
し
く
男
女
共

同
参
画
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

８
月
10
日
（
日
）　

午
後
１
時
30

分
～
３
時

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

館
２
階
・
和
室
」

■
講
師　

は
や
お
き
亭
貞
九
郎

■
対
象　

ど
な
た
で
も

■
定
員　

30
人

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
・
照
会
先　

７
月
１
日
（
火
）
か
ら

市
民
協
働
課
（
☎
23
―
６
８
３
１
）

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ざ

ぐ
る
ま
コ
ー
ラ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「
ナ
歌
喜
（
な
か
よ

し
）」「
コ
ー
ル
と
み
か
」
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

７
月
12
日
（
土
）
午
後
２
時
～
３

時
（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

■
場
所　

か
ざ
ぐ
る
ま
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
稲
口
７
７
４
―
１
）

■
参
加
料　

無
料

■
照
会
先　

か
ざ
ぐ
る
ま
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
（
☎
21
―
５
５
６
６
）
ま
た
は
福
祉
政

策
課
（
☎
23
―
９
０
３
１
、

23
―
７
７

４
８
）

は
も
み
ん
・
は
つ
ら
つ

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
夏
季

■
日
時　

７
月
13
日
（
日
）
▽
午
前
８
時
～

８
時
30
分
受
付
（
当
日
受
付
）　

▽
午
前

９
時
出
発　

▽
正
午
ご
ろ
解
散

■
集
合
場
所　

瀬
尻
小
学
校

■
コ
ー
ス　

瀬
尻
小
学
校
（
発
着
点
）
～
弥

勒
寺
～
鮎
之
瀬
橋
（
予
定
）（
全
行
程
約

５
㌔
）

■
参
加
費　

無
料

■
持
ち
物　

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
雨
具
な
ど

■
照
会
先　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
☎
23
―
７

７
６
６　

23
―
７
７
６
５
）

※
雨
天
中
止
（
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
☎
23
―

７
７
５
２
）

第
３
回
関
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

関
市
児
童
水
泳
記
録
会

中
濃
地
区
体
育
大
会
水
泳

競
技
大
会

中
濃
地
区
水
泳
選
手
権
大
会

■
日
時　

８
月
３
日
（
日
）
▽
午
前
８
時
開

場　

▽
午
前
９
時
開
会
式　

▽
午
後
３
時

30
分
終
了
予
定　

※
雨
天
決
行

■
場
所　

中
池
市
民
プ
ー
ル

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
方
法　

▽
小
・
中
学
生
＝
各
学
校
へ

▽
高
校
生
・
一
般
＝
関
市
水
泳
協
会
へ

■
申
込
期
限　

７
月
18
日
（
金
）
必
着

■
申
込
・
照
会
先　

関
市
水
泳
協
会
・
栗
山

守
（
〒
５
０
１
―
３
９
２
８　

関
市
西
田

原
６
３
３
―
37　

☎
24
―
０
７
６
７
）

広報せき 2014.7.1関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ

◆場所　わかくさ・プラザ「学習情報館1階・エントランスホール」

エントランスホール作品展

◆休館日　月曜日（休日を除く）
■照会先　生涯学習課　☎ 23-7777

7月8日(火)～7月13日(日) 7月20日(日)～7月30日(水)

7月20日(日)～7月30日(水)

長良川鉄道写真展 遊油会　作品展

小壁面
子どもの事故防止について

7月22日（火）～7月29日(火)

せき・まちかど工房ギャラリー
午前10時～午後6時

■照会先　せき・まちかど工房を
　　　　　支援する会

（本町商店街事務局内  ☎24-8212）

おおざる工房

新作能面展

シティカレッジ関絵画教室展

彩日本画色紙展

墨游会関支部展

7月1日(火)～7月6日(日)

7月15日(火)～7月20日(日)

7月29日(火)～8月3日(日)

7月8日(火)～7月13日(日)

7月22日(火)～7月27日(日)

徳山民家コンサート
古民家でのミニコンサートです。
お気軽にご鑑賞ください。

◆日　時　7月20日（日）
　　　　　午後１時30分から（午後１時開場）
◆場　所　中池公園　旧徳山村民家
◆内　容　オカリナコンサート
◆出　演　さとうともに
◆照会先　文化課（☎24―6455）

入場
無料
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夏
の
早
朝
ラ
ジ
オ
体
操
会

■
日
時　

７
月
１
日（
火
）～
８
月
31
日（
日
）

▽
受
付
＝
午
前
６
時
15
分　

▽
体
操
＝
午

前
６
時
30
分
～

■
場
所　

中
池
公
園
陸
上
競
技
場
西
側
駐
車

場　

※
雨
天
＝
多
目
的
広
場
ス
テ
ー
ジ

■
参
加
費　

無
料

■
照
会
先　

お
は
よ
う
体
操
会
・
岡
田
峰
明

（
☎
22
―
０
１
７
９
）

中
濃
特
別
支
援
学
校
高
等
部

作
業
製
品
販
売

　

中
濃
特
別
支
援
学
校
高
等
部
の
生
徒
が
作

業
学
習
で
作
っ
た
お
皿
、
和
紙
、
ポ
ー
チ
、

マ
ス
コ
ッ
ト
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

■
日
時　

７
月
20
日
（
日
）　

午
前
11
時
～

午
後
３
時

■
場
所　

サ
ン
サ
ン
シ
テ
ィ
マ
ー
ゴ
２
階
・

夢
広
場
（
倉
知
）

■
照
会
先　

中
濃
特
別
支
援
学
校
高
等
部

（
☎
24
―
１
７
７
３
）

岐
阜
県
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら

せ【け
ん
ぱ
く
教
室
「
む
か
し
の
お
も
ち
ゃ
を
つ

く
ろ
う
（
紙
つ
ば
め
）」】

　

昔
の
お
も
ち
ゃ
「
紙
つ
ば
め
」
を
作
り
ま

す
。
空
中
で
振
り
回
す
と
、
風
を
受
け
て
音

を
出
し
て
動
き
ま
す
。

▽
日
時　

８
月
３
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分

～
３
時

▽
場
所　

岐
阜
県
博
物
館　

講
堂

▽
定
員　

20
人
（
保
護
者
同
伴
）

▽
参
加
費　

材
料
費
１
０
０
円
（
入
館
料
が

別
途
必
要
で
す
）

【
山
口
敏
太
郎
の
妖
怪
ト
ー
ク
】

　

作
家
で
オ
カ
ル
ト
研
究
家
の
山
口
敏
太
郎

さ
ん
が
、岐
阜
県
の
妖
怪
事
情
を
語
り
ま
す
。

▽
日
時　

８
月
16
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

～
３
時

▽
場
所　

岐
阜
県
博
物
館
・
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン

ホ
ー
ル

▽
定
員　

１
２
０
人

▽
参
加
費　

入
館
料
の
み（
高
校
生
以
下
無
料
）

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
申
し
込
み
。
１
カ
月
前
か
ら
受
付
。

け
ん
ぱ
く
教
室
は
抽
選
（
電
話
受
付
な

し
）、
講
演
会
は
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
。

■
照
会
先　

岐
阜
県
博
物
館
（
☎
28
―
３
１

１
１
）

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

■
日
時　

７
月
26
日
（
土
）
午
前
10
時
～
12

時
■
内
容　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の

利
点
や
効
果
を
学
び
、
実
際
に
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
を
し
ま
す
。
天
気
が
良
け
れ
ば
、

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
周
辺
も
歩
き
ま
す
。

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総
合
体
育

館　

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
」

■
対
象　

市
内
在
住
の
方

■
定
員　

50
人
（
要
予
約
、
先
着
順
）

■
受
講
料　

無
料

■
持
ち
物　

運
動
し
や
す
い
服
装
、
体
育
館

シ
ュ
ー
ズ
、
運
動
靴
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

■
申
込
・
照
会
先　

関
市
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎

24
―
０
１
１
１　

23
―
６
７
５
７
）

剣
道
＆
居
合
道
教
室

■
期
間　

７
月
19
日
～
９
月
27
日
の
毎
週
土

曜
日
（
全
10
回
）
※
８
月
16
日
を
除
く

■
時
間　

▽
剣
道
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽
居
合
道
＝
午
後
３
時
～
４
時
30
分

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総
合
体
育

館
・
武
道
場
」
な
ど

■
対
象　

小
学
生
以
上
の
方

■
受
講
料　

無
料

■
持
ち
物　

▽
剣
道
＝
竹
刀　

▽
居
合
道
＝

木
刀
ま
た
は
居
合
刀

※
木
刀
、
居
合
刀
を
準
備
で
き
な
い
方
に
は

貸
し
出
し
あ
り
。

■
申
込
・
照
会
先　

関
市
剣
道
連
盟
・
三
輪

（
☎
０
９
０
―
２
１
８
７
―
２
４
１
６
）

トレーニング機器取扱説明会

日　時

場　所
対　象
定　員
持ち物
申込先

7月24日（木）午後7時～8時の部
　　　　　   午後8時～9時の部
わかくさ・プラザ「総合体育館・トレーニングルーム」
15歳以上（中学生を除く）
各部100人（申し込み順）
運動ができる服装、屋内用シューズ
7月1日（火）～20日（日）の
午前8時30分～午後5時に
わかくさ・プラザ「総合体育館」（☎23-8822）

わかくさ・プラザ
「総合体育館」

7月3日（木）・17日（木）午後7時～9時
※登録料が必要

7月12日（土）午後1時30分～4時
※参加無料

■照会先　スポーツ推進課　☎23-7766

メインアリーナの一般開放

サブアリーナ 「チャレンジ!! ザ スポーツ・ゲーム」

7月6日（日）
8月3日（日）

午前９時～正午
市民課・国保年金課

生活環境課
に係る手続き

■照会先
　市民課　☎23-7700

7・8月の
市役所休日窓口開設

広報せき 2014.7.1 関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ
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硬
式
テ
ニ
ス
教
室

■
日
時　

８
月
１
日
～
９
月
29
日
の
毎
週
月
・

金
曜
日　

午
後
７
時
～
９
時
（
全
10
回
）

※
８
月
15
日
、
９
月
15
日
を
除
く
。

　

※
雨
天
時
は
予
備
日
あ
り

■
場
所　

武
芸
川
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

※
変
更

の
場
合
あ
り

■
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
の

18
歳
以
上
の
方
（
高
校
生
を
除
く
）

■
定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

■
持
ち
物　

ラ
ケ
ッ
ト
、
シ
ュ
ー
ズ

■
受
講
料　

３
０
０
０
円　

※
申
し
込
み
時

に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間　

７
月
１
日（
火
）～
23
日（
水
）

※
申
し
込
み
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

■
申
込
先　

関
市
総
合
体
育
館
窓
口
ま
た
は

ワ
ー
ル
ド
ス
ポ
ー
ツ
（
☎
24
―
０
０
１
１
）

■
照
会
先　

関
市
体
育
協
会
（
中
池
公
園
事

務
所
内
☎
23
―
８
５
１
１
）

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
プ
チ
イ
ベ
ン
ト

「
遊
び
文
字
講
座
」

　

伝
え
た
い
想
い
を
言
葉
に
の
せ
て
、
筆
文

字
を
楽
し
く
簡
単
に
書
く
方
法
を
学
び
ま
す
。

■
日
時　

７
月
13
日
（
日
）　

午
前
10
時
～

11
時
30
分

■
場
所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
安
桜
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
内
）

■
対
象　

ど
な
た
で
も　

※
小
学
校
３
年
生

以
下
の
方
は
親
子
で
参
加

■
定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

■
受
講
料　

１
０
０
円
（
材
料
費
）

■
持
ち
物　

筆
ペ
ン
、
雑
巾

■
講
師　

東
山
崎
鮎
美
さ
ん
（
C
H
A
B
U

ク
ラ
フ
タ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
代
表
）

■
申
込
・
照
会
先　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
☎

24
―
７
７
７
２
）

平
成
26
年
度
応
急
手
当
普
及
員

講
習

　

事
業
所
の
従
業
員
ま
た
は
防
災
組
織
な
ど

の
構
成
員
に
対
し
て
行
う
普
通
救
命
講
習
の

指
導
に
従
事
す
る
方
を
対
象
と
し
て
行
い
ま

す
。

■
日
時　

８
月
20
日
（
水
）
～
22
日
（
金
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
の
内

８
時
間
（
各
日
共
通
）
※
３
日
間
と
も

受
講
が
必
要

■
場
所　

中
濃
消
防
組
合
消
防
本
部
２
階
大

会
議
室

■
定
員　

30
人
程
度

■
受
講
料　

１
５
０
０
円

■
申
込
期
間　

７
月
25
日
（
金
）
ま
で

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

■
申
込
方
法　

中
濃
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
「
講
習
案
内　

応
急
手
当
普
及
員

講
習
平
成
26
年
度
応
急
手
当
普
及
員
講

習
受
講
申
込
書
」
に
記
入
し
、フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル
も
し
く
は
最
寄
り
の
中
濃
消
防

組
合
各
消
防
署
・
分
署
・
出
張
所
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

中
濃
消
防
組
合
消
防
本
部
警
防

課
（
☎
23
―
９
０
９
７
）

慢
性
腎
臓
病
に
つ
い
て
学
ぶ
市

民
公
開
講
座

　

新
た
な
国
民
病
と
言
わ
れ
る
慢
性
腎
臓
病

（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）に
つ
い
て
の
市
民
公
開
講
座
で
す
。

■
日
時　

８
月
２
日
（
土
）
午
後
２
時
～
４

時
（
開
場
１
時
30
分
）
※
申
込
み
不
要

■
場
所　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

■
受
講
料　

無
料

■
内
容　

▽
講
演
１
「
知
っ
て
得
す
る
！
腎

臓
病
食
」
講
師　

北
村
祐
子
さ
ん
（
中

濃
厚
生
病
院
栄
養
科
）
▽
講
演
２
「
腎

臓
病
Ｑ
＆
Ａ
」　

▽
講
演
３
「
慢
性
腎
臓

病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
と
は
：
腎
臓
の
働
き
を

考
え
る
」
講
師　

横
山
仁
さ
ん
（
金
沢

医
科
大
学
教
授
）

■
照
会
先　

岐
阜
県
慢
性
腎
臓
病
対
策
協
議

会
（
☎
０
５
８
―
３
２
２
―
２
３
８
１
）

※
火
、
木
曜
日
の
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

せ
き
環
境
フ
ェ
ア
出
展
者

　
「
せ
き
環
境
フ
ェ
ア
２
０
１
４
」
を
10
月
19

日（
日
）に
市
役
所
庁
舎
周
辺
で
開
催
し
ま
す
。

　

市
内
に
お
い
て
、
日
ご
ろ
環
境
に
つ
い
て

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
所
や
市
民

団
体
の
中
か
ら
、
出
展
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
申
込
・
照
会
先　

７
月
31
日
（
木
）
ま
で

に
環
境
フ
ェ
ア
せ
き
実
行
委
員
会
事
務

局
（
生
活
環
境
課
内
）
へ
電
話
申
し
込
み
。

（
☎
23
―
７
７
０
２
）。
後
日
申
込
書
を

送
付
し
ま
す
。

ダ
ン
ス
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

　

ア
イ
ド
ル
の
よ
う
な
カ
ワ
イ
イ
衣
装

で
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
友
達
も
い
っ

ぱ
い
で
き
て
、
と
て
も
楽
し
い
で
す

よ
。
見
学
・
体
験
レ
ッ
ス
ン
大
歓
迎
で
す
。

気
軽
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象　

年
中
園
児
～
小
学
校
低
学
年

◆
練
習
日
時　

毎
週
土
曜
日　

午
前
９

時
～
正
午

◆
練
習
場
所　

安
桜
小
学
校
・
体
育
館

◆
申
込
・
照
会
先　

ダ
ン
ス
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
指
導
者　

工
（
た
く
み
）（
☎

０
９
０
―
４
２
２
９
―
１
８
５
０
）

関
市
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル

　

市
内
お
よ
び
近
郊
に
在
住
の
外
国
人

の
方
に
日
本
語
講
座
を
開
い
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
お
気
軽
に
夏
期
講
座
を
の
ぞ
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
活
動
日
時　

７
月
30
日
ま
で
の
毎
週

水
曜
日　

午
後
７
時
30
分
～
９
時　

※
秋
期
と
冬
期
に
も
講
座
開
催
予
定
。

◆
活
動
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学

習
情
報
館
」

◆
照
会
先　

関
市
国
際
交
流
協
会
事

務
局
（
秘
書
広
報
課
内
）（
☎
23
ー

６
８
０
６
）

　　

市
民
掲
示
板
の
申
込
・
照
会
先
は
秘

書
広
報
課
（
☎
23
―
６
８
０
６
）
ま
で

会員
募集
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防
衛
大
・
医
科
大
学
校
学
生

お
よ
び
自
衛
官

【
個
別
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
】

▽
日
時　

７
月
５
日
（
土
）・
６
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
16
時

▽
場
所　

ア
ピ
セ
・
関

■
照
会
先　

自
衛
隊
美
濃
加
茂
地
域
事
務
所

（
☎
０
５
７
４
―
25
―
７
４
９
５
）

工
場
の
オ
ー
プ
ン
見
学
会

参
加
企
業

　

11
月
に
開
催
予
定
の
「
工
場
参
観
日
（
仮

称
）」
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
企
業
を
募
集

し
ま
す
。

■
期
日　

11
月
上
旬
の
２
～
３
日
間（
予
定
）

■
場
所　

市
内
企
業
の
各
工
場
な
ど

■
内
容　

開
催
期
日
の
間
、
参
加
企
業
の
工

場
な
ど
を
開
放
し
、
多
く
の
方
に
見
学
し

て
い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

■
申
込
方
法　

７
月
25
日
（
金
）
ま
で
に
参

加
申
込
書
を
商
工
課
へ
提
出
（
申
込
書

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。）

■
照
会
先　

商
工
課
（
☎
23
―
６
７
５
３　

23
―
７
７
４
１
）

関
市
合
併
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

合
併
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
ご
当
地
キ

ャ
ラ
＆
グ
ル
メ
フ
ェ
ス
タ（
仮
称
）」に
向
け
、

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
皆
で

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
、
全
国
か
ら
訪
れ
る

来
場
者
を
温
か
く
迎
え
ま
せ
ん
か
。

■
期
日　

９
月
27
日
（
土
）
～
28
日
（
日
）

■
場
所　

中
池
公
園
多
目
的
広
場
ほ
か

■
募
集
人
数　

１
０
０
人
程
度

■
内
容　

会
場
で
の
受
付
・
案
内
、
環
境
美

化
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
誘
導
な
ど
。

■
応
募
要
件　

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の

高
校
生
以
上
の
方
。
た
だ
し
、
応
募
時

点
で
高
校
生
以
下
の
方
は
保
護
者
の
同

意
が
必
要
。

■
そ
の
他　

▽
報
酬
や
活
動
費
の
支
給
は
あ

り
ま
せ
ん
（
服
飾
な
ど
の
識
別
支
給
品
、

昼
食
は
支
給
）
▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

に
加
入
し
ま
す
。

■
申
込
・
照
会
先　

登
録
申
込
書
を
持
参
・

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
、
関
市
合
併
10
周
年
記
念
イ
ベ

ン
ト
実
行
委
員
会
（
〒
５
０
１
―
３
８

９
４
関
市
若
草
通
３
丁
目
１
番
地　

関

市
役
所
企
画
政
策
課
内　

☎
23
―
６
８

７
６
、

23
― 

７
７
４
４
）
へ
。
登
録

申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
各

地
域
事
務
所
で
も
入
手
で
き
ま
す
。

夏
休
み
親
子
市
政
見
学
バ
ス

　

夏
休
み
を
利
用
し
て
親
子
で
市
内
の
施
設

を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
で
す
。

■
日
時　

８
月
４
日
（
月
）
午
前
９
時
～
午

後
４
時
30
分

■
コ
ー
ス　

市
役
所
～
水
源
地
～
ク
リ
ー
ン

プ
ラ
ザ
中
濃
～
中
池
公
園
（
昼
食
）
～

関
消
防
署
～
関
鍛
冶
伝
承
館
・
濃
州
関

所
茶
屋
～
浄
化
セ
ン
タ
ー
～
市
役
所
着

　

※
都
合
に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合
あ
り

■
定
員　

30
人　

※
10
人
以
下
の
場
合
中
止

■
参
加
資
格　

市
内
在
住
、
在
勤
在
学
の
小

学
生
以
上
の
方
（
小
学
生
は
保
護
者
同

伴
）

■
参
加
費　

無
料
（
昼
食
は
各
自
持
参
）

■
申
込
・
照
会
先　

７
月
７
日（
月
）～
18
日

（
金
）
の
開
庁
時
間
帯
に
秘
書
広
報
課
（
☎

23
―
９
２
６
１
）
へ
電
話
。
※
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
。

自衛官募集案内
募集種目 応募資格（年齢は 27 年 4月 1日現在） 受付期間 1次試験日（試験会場）

航空学生（パイロット養成） 高卒（見込含）21 歳未満の者
8 月 1 日

〜
9 月 9 日

9 月 23 日（岐阜基地）

一般曹候補生 18 歳以上 27 歳未満の者
9 月 19 日・20 日

のうち指定する 1 日
（可茂総合庁舎）

自衛官候補生（男子） 18 歳以上 27 歳未満の男子 随時受付 受付時にお知らせ
（可茂総合庁舎）

自衛官候補生（女子） 18 歳以上 27 歳未満の女子
8 月 1 日

〜
9 月 9 日

9 月 25 日〜 29 日
のうち指定する 1 日

（岐阜基地）

防衛大学校学生（一般）
高卒（見込含）21 歳未満の者 9 月 5 日

〜
9 月 30 日

11 月 8 日・9 日（岐阜基地）

防衛医科大学校医学科学生 11 月 1 日・2 日（岐阜基地）

防衛医科大学校医学教育部
看護学科学生（自衛官コース） 高卒（見込含）21 歳未満の者 10 月 18 日（岐阜基地）
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関
市
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

推
進
検
討
委
員
会
委
員

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
推
進
す
る
た
め

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
「
関
市
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
検
討
委
員
会
」
の
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数　

２
人

■
対
象　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
興
味
や

意
見
を
持
っ
て
い
る
市
内
在
住
の
18
歳

以
上
の
方
で
、
平
日
昼
間
の
会
議
に
も

出
席
で
き
る
方

■
任
期　

２
年
間

■
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
商
工
課
へ
持
参
ま
た

は
郵
送
（
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
可
）

■
応
募
期
限　

７
月
31
日
（
木
）
必
着

■
選
考
方
法　

書
類
に
よ
り
選
考
（
結
果
は

本
人
に
通
知
し
ま
す
）

■
照
会
先　

商
工
課
（
☎
23
―
６
７
５
３

　

23
―
７
７
４
１　

shoko@
city.seki.

lg.jp

）

あ
な
た
の
記
念
樹
を
植
樹
し
ま

せ
ん
か
【
関
市
マ
イ
ツ
リ
ー
事

業
】

　

結
婚
・
出
産
な
ど
、
人
生
の
節
目
の
記
念

に
植
樹
を
し
ま
せ
ん
か
。
樹
木
に
は
名
前
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
表
示
し
た
プ
レ
ー
ト
を
取
り

付
け
ま
す
。

■
植
樹
時
期　

11
月
頃

■
植
樹
木　

サ
ト
ザ
ク
ラ

■
募
集
口
数　

30
口
（
市
内
在
住
者
１
人
に

つ
き
１
口
。
応
募
が
30
口
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
）

■
募
集
期
間　

７
月
７
日
（
月
）
～
７
月
31

日
（
木
）

■
参
加
者
負
担
額　

１
口
５
０
０
０
円
（
植

樹
に
要
す
る
費
用
の
一
部
と
し
ま
す
）

■
応
募
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入

し
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
て
都
市

整
備
課
（
申
込
用
紙
お
よ
び
詳
細
な
要

項
は
都
市
整
備
課
に
設
置
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
）

■
照
会
先　

都
市
整
備
課
（
☎
23
―
７
７
１

６　

23
―
７
７
４
６
）

市
長
と
「
車
座
集
会
」
を

開
催
し
ま
せ
ん
か

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
長
と
の
対

話
を
通
し
て
、
市
政
に
対
す
る
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
ご
意
見

や
提
言
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
く「
車
座
集
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
地
域

▽
洞
戸
地
域　

７
月
15
日
（
火
）

▽
板
取
地
域　

７
月
22
日
（
火
）

▽
武
芸
川
地
域　

７
月
25
日
（
金
）

▽
武
儀
地
域　

７
月
29
日
（
火
）

▽
上
之
保
地
域　

８
月
１
日
（
金
）

　

開
催
時
間
、
場
所
や
テ
ー
マ
は
、
事
前
に

代
表
者
と
相
談
い
た
し
ま
す
。
各
地
域
事
務

所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
関
地
域
で
の
申

し
込
み
は
秘
書
広
報
課
ま
で
。

■
照
会
先　

秘
書
広
報
課
（
☎
23
―
７
７
１

０　

23
―
７
７
４
４
）

中
濃
消
防
組
合
消
防
吏
員

■
募
集
人
員　

消
防
吏
員
（
若
干
名
）

■
受
験
資
格　

男
女
を
問
わ
ず
、
平
成
元
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
、
短

期
大
学
、
大
学
ま
た
は
こ
れ
ら
と
同
等

の
学
校
を
卒
業
し
た
人
（
来
年
３
月
卒

業
見
込
み
を
含
む
）

■
試
験
日　

▽
第
１
次
＝
９
月
21
日
（
日
）

　

▽
第
２
次
＝
９
月
25
日
（
木
）　

▽
第
３

次
＝
10
月
下
旬

■
試
験
内
容　

▽
第
１
次
＝
教
養
試
験
、
事

務
適
正
検
査　

▽
第
２
次
＝
適
正
検
査
、

体
力
試
験　

▽
第
３
次
＝
作
文
、
口
述

試
験
（
記
述
、
面
接
）

■
受
付
期
間　

７
月
１
日
（
火
）
～
８
月
１

日
（
金
）

■
申
込
方
法　

所
定
の
受
験
申
込
書
お
よ
び

承
諾
書
に
記
入
し
、
中
濃
消
防
組
合
消

防
本
部
総
務
課
へ
提
出
。
申
込
書
の
返

信
用
は
が
き
に
必
ず
52
円
切
手
を
貼
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
同
本
部
総
務
課
、
各
消
防
署
、

出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

■
照
会
先　

中
濃
消
防
組
合
消
防
本
部　

総

務
課
（
☎
23
―
９
０
９
０
）

広報せき 2014.7.1関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ
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関
市
民
俳
句
の
集
い

　

関
市
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り
協
賛
事
業
と
し

て
、
俳
句
を
募
集
し
ま
す
。

■
部
門　

小
・
中
学
校
の
部
、
一
般
・
高
校

生
の
部

■
応
募
方
法　

所
定
の
投
句
用
紙
に
よ
り
、

７
月
26
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
ま
で

に
関
商
工
会
議
所
へ
申
し
込
み
。

※
事
前
申
し
込
み
可
。

■
審
査
発
表　

７
月
26
日
（
土
）
午
後
８
時

30
分　

関
商
工
会
議
所
前
に
て

※
雨
天
の
場
合
は
関
商
工
会
議
所
会
議
室
に

変
更

※
各
部
10
人
ま
で
表
彰
し
ま
す
。

■
申
込
・
照
会
先　

関
商
工
会
議
所
（
☎
22

―
２
２
６
６
）

「
名
月
と
萩
の
夕
べ
」
文
芸
作
品

　

９
月
６
日
（
土
）
に
市
役
所
市
民
広
場
で

開
催
す
る
、
第
18
回
「
名
月
と
萩
の
夕
べ
」

の
文
芸
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
部
門
・
課
題　

▽
短
歌
―
当
季
雑
詠

１
首　

▽
俳
句
―
当
季
雑
詠
２
句　

▽

川
柳
―
当
季
雑
詠
２
句　

▽
理
謡
―
当

季
雑
詠
２
章　

▽
狂
俳
―
「
芒
野
」「
紅
」

「
大
き
い
」「
円
満
」
１
題
１
句
・
４
句

１
組

■
応
募
方
法　

８
月
１
日
（
金
）
必
着
で
、

は
が
き
裏
に
部
門
（
朱
書
き
）
と
作
品
、

表
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

し
て
、
文
化
課
内
「
名
月
と
萩
の
夕
べ
」

係
（
〒
５
０
１
―
３
２
３
２　

関
市
桜

本
町
２
―
30
―
１
）
へ
郵
送
。

■
そ
の
他　

は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
部
門
と

し
ま
す
。
雅
号
使
用
の
場
合
は
、
本
名

も
併
記
し
て
く
だ
さ
い
。
入
選
作
品
は
、

当
日
会
場
で
発
表
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

■
照
会
先　

文
化
課
（
☎
24
―
６
４
５
５
）

登
記
相
談
会

■
日
時　

７
月
９
日（
水
）、８
月
13
日（
水
）、 

　

９
月
10
日
（
水
）　

午
後
１
時
30
分
～
４

　

時
■
場
所　

市
役
所
１
階
ア
ト
リ
ウ
ム
相
談
室

■
内
容　

相
続
登
記
、
抵
当
権
抹
消
な
ど
の

　

登
記
相
談

■
照
会
先　

岐
阜
地
方
法
務
局
総
務
課
（
☎ 

　

０
５
８
―
２
４
５
―
３
１
８
１
）

総
合
防
災
訓
練
に
ご
参
加
を

■
日
時　

10
月
26
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分

～
正
午

■
場
所　

市
内
全
域　

▽
主
会
場
＝
田
原
地

区
（
関
市
立
田
原
小
学
校
）

■
内
容　

市
内
全
域
で
の
避
難
訓
練
、
主
会

場
で
の
各
種
参
加
・
体
験
型
訓
練

■
照
会
先　

危
機
管
理
課
（
☎
23
―
７
７
３

　

６　

23
―
７
７
４
８
）

む
し
歯
の
な
い
子
の
表
彰

■
対
象　

平
成
22
年
４
月
２
日
～
平
成
23
年

４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
む
し
歯
の
な
い

子
、
ま
た
は
む
し
歯
の
治
療
を
受
け
た

こ
と
が
な
い
子

■
選
出
方
法　

次
表
の
歯
科
健
診
を
受
診
し

た
子
の
中
か
ら
選
出
し
ま
す
。
受
診
し

な
か
っ
た
子
は
表
彰
の
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

※
受
診
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。
予
約
の

締
め
切
り
は
健
診
日
の
前
日
ま
で
で
す
。

（
日
曜
日
の
健
診
に
つ
い
て
は
金
曜
日
ま
で
）

■
予
約
・
照
会
先　

各
保
健
セ
ン
タ
ー

■
そ
の
他　

11
月
３
日
（
月
・
祝
）
の
表
彰

式
で
賞
状
と
記
念
品
を
渡
し
ま
す
。

場所・予約先 日　時 生年月日

わかくさ・プラザ
「総合福祉会館　３階

会議室」
 ☎ 24-0111

（申込先：関市保健セ
ンター）

7 月 25 日（金）
13:15 ～ 14:00 受付

平成 22 年 4 月 2 日～
平成 22 年 9 月 30 日

8 月 8 日（金）
13:15 ～ 14:00 受付

平成 22 年 10 月～
平成 23 年 4 月 1 日

8 月 17 日 ( 日 )
10:00 ～ 10:45 受付 対象日に都合の悪い方

洞戸保健センター
☎ 0581-58-2204

9 月 2 日（火）
13:30 ～ 13:45 受付

平成 22 年 4 月 2 日～
平成 23 年 4 月 1 日

武芸川保健センター
☎ 46-2899

7 月 28 日（月）
14:00 ～ 14:10 受付

平成 22 年 4 月 2 日～
平成 22 年 9 月 30 日

8 月 29 日（金）
14:00 ～ 14:10 受付

平成 22 年 10 月～
平成 23 年 4 月 1 日

武儀保健センター
☎ 40-0020

8 月 18 日（月）
13:15 ～ 13:30 受付

平成 22 年 4 月 2 日～
平成 23 年 4 月 1 日

広報せき 2014.7.1 関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ
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麻
し
ん
風
し
ん
第
２
期
の
予
防

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

こ
の
予
防
接
種
は
小
学
校
就
学
前
の
１
年

間
（
年
長
児
）
の
み
無
料
で
接
種
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
十
分
な
免
疫
を
つ
け
る
た
め

に
は
、
２
回
の
接
種
（
第
１
期
は
１
歳
）
が

必
要
で
す
。

　

麻
し
ん
（
は
し
か
）
は
、
感
染
力
が
非
常

に
強
く
、
感
染
す
る
と
風
邪
の
よ
う
な
症
状

が
現
れ
ま
す
。
肺
炎
、
中
耳
炎
を
合
併
し
や

す
く
、
ま
れ
に
脳
炎
の
よ
う
な
重
篤
な
症
状

が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

風
し
ん
は
平
成
24
年
か
ら
流
行
が
あ
り
、

引
き
続
き
注
意
が
必
要
で
す
。
抗
体
価
の
低

い
妊
娠
中
の
女
性
が
風
し
ん
に
か
か
る
と
、

赤
ち
ゃ
ん
に
難
聴
や
心
疾
患
、
白
内
障
や
緑

内
障
な
ど
の
障
害（
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
）

が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

接
種
方
法
な
ど
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
照
会
先　

各
保
健
セ
ン
タ
ー
（
33
ペ
ー
ジ

　

健
康
情
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　
夏
場
を
迎
え
、
暑
さ
に
よ
る
疲
労
や
行

楽
地
へ
の
外
出
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
交
通

事
故
の
多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
が
交
通
安
全
意
識
を
高
め
て
交
通
事
故
の

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
期
間　

７
月
11
日（
金
）～
７
月
20
日（
日
）

■
ス
ロ
ー
ガ
ン　
「
ゆ
ず
り
あ
う
心
で　

夏

　

の
交
通
事
故
防
止
」

■
運
動
の
重
点

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

　

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

■
照
会
先　

危
機
管
理
課
（
☎
23
ー
７
７  

　

３
６
）

平
成
27
年
関
市
成
人
式

■
開
催
日　

平
成
27
年
１
月
11
日
（
日
）

■
対
象
者　

平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

７
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

※
関
会
場
で
は
、
成
人
式
実
行
委
員
会
が
企

画
・
運
営
す
る
予
定
で
す
。
実
行
委
員

を
希
望
さ
れ
る
方
は
中
央
公
民
館
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

中
央
公
民
館（
☎
23
―
７
７
７
６
）

生
活
の
全
般
的
な
相
談
窓
口
開
設

■
日
時　

毎
週
木
曜
日　

午
前
９
時
～
午
後

５
時

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総
合
福
祉

会
館
１
階　

１
―
１
研
修
室
」

■
内
容　

ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
か
わ
か
ら

な
い
悩
み
や
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
生
活

課
題
に
つ
い
て
、
と
も
に
解
決
の
道
を

探
し
て
い
き
ま
す
。

■
照
会
先　

岐
阜
県
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
８
―
２
６
９

―
３
７
５
７
）

地域 時間 会場

関 午後 1 時から式典 関市文化会館

洞戸 午前 11 時から式典 洞戸ふれあいセンター

板取 午前 10 時から式典 板取事務所

武芸川 正午から式典 武芸川生涯学習センター

武儀 午前 11 時から式典 武儀生涯学習センター

上之保 午前 10 時から式典 上之保生涯学習センター
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●経済センサス―基礎調査は、我が国の事業所・企業の基本的構造を明らかにするとと
もに、各種統計調査の母集団情報の整備を図ることを目的として実施します。

●商業統計調査は、我が国の商業の実態を明らかにし、商業に関する施策の基礎資料を
得ることを目的として実施します。

●調査票は平成２６年６月末日までにお届けします。７月１日以降に提出をお願いします。

■照会先　企画政策課　☎ 23－ 6876
◆調査の意義・重要性をご理解いただき、ご回答をよろしくお願いいたします。

平成 26 年経済センサス―基礎調査

平成 26 年商業統計調査を一体的に実施します

あなたの回答が、日本経済の力になる！
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